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要旨　音楽にかかわる活動におけるエスノメソドロジー研究は、さまざまなフィールドにおいて遂
行されている。本稿の目的は、そのような研究文献をレビューすることで研究の広がりを提示する
こと、そして、研究同士が備えている関係を明確にすることである。検討作業をつうじて、「楽音

による時間的秩序の編成」と「発話による連鎖的秩序の編成」という、これらの研究において対象
となっている現象が、（少なくとも）2つのタイプを備えていることが主張される。その上で本稿

は、こうした研究が、エスノメソドロジー研究、音楽に関心をもつ研究者たちによる専門的活動、
そして音楽に従事する人びとの日常的活動へと貢献可能であることを論じる。 

1　問題の所在——音楽のエスノメソドロジー研究と専門的研究 

音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研究は、音楽社会学をはじめとした、既存の専
門的研究との対照において特徴づけられてきた（Lynch 1993＝2012: 313; Lynch 2011: 933）。

﹅ ﹅

マイケル・リンチによれば、ハロルド・ガーフィンケルは、ハワード・S・ベッカーといっ

た音楽に関心をもつ社会学者が研究対象となっているジャズ・ミュージシャンたちによる言
語的・慣習的実践を記述する一方で、具体的な音楽演奏をその対象として「見失っている」
ことの奇妙さを指摘していたという（Lynch 1993＝2012: 313）。こうした点を理解するため

に、リンチは、ベッカーによる研究（Becker 1951）を、デヴィッド・サドナウによる即興演

奏研究（Sudnow 1978=1993）と比較することを推奨している（Lynch 1993＝2012: 428）。こ

こで主張されているのは、両者が、異なる対象を扱っているということであるように思われ
る。すなわち、具体的な活動としての音楽演奏と言語活動があり、専門的な社会学者が後者
を（ただし抽象的な社会過程として）特定するのに対して、エスノメソドロジー研究は前者
を主題化するというわけである。こうした見たてのもと、音楽社会学が「見失って」きた具
体的な演奏活動を特定しなおしていくという方針が提示されることになる。 

しかしながら、こうした対照関係は決して誤りではないにせよ、ひとつの混乱（または困
難）を含んでいるように思われる。なぜなら、いまや音楽社会学をはじめとした専門的な研
究もまた、音楽作品や演奏といった具体的な活動としての音楽制作（music making）へと、
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その関心を向けはじめているからである 。さらには、音楽教育や民族音楽学といった分野1

の研究者のほうが、エスノメソドロジー研究に関心をもつということも少なくない（マクガ
レル 1987; 曽田 2018; 植村 1993）。こうした動向をふまえれば、いまや両者を、その研究対

象において対照することはできそうにない 。 2

こうした混乱はまた、解消しておくべき混乱でもあるように思われる。なぜなら、こうし
﹅ ﹅

た混乱によって、音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研究の特徴を捉えそこねてしま
う可能性があるからだ。目下の混乱を解消し音楽にかかわる活動におけるエスノメソドロジー
を対象とした研究の特徴を明確にしていくこととは、人びとと音楽にかかわる活動との関係
を、的確に捉えなおしていく、ということでもある。 

そこで本稿は、音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研究を概観していく作業をつう
じて、そのような研究がそなえる特徴を明確にすることを試みたい。こうした作業はまた、
音楽のエスノメソドロジー研究と専門的研究の関係をあらためて考察することも可能にする
だろう。 

2　エスノメソドロジー研究における音楽 

すでに述べたように、本稿は、音楽にかかわる活動におけるエスノメソドロジーを対象と
した研究自体を検討する。しかしながら、音楽にかかわる活動を対象としたエスノメソドロ
ジー研究全体を概観する主だった試みは、これまでにはなかったようである。 

検討作業に先だってひとつ付言しておけば、音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研
究を概観する試みがなかったことはなにも、エスノメソドロジー研究が音楽という現象を軽
視してきたということを示すわけではない。実際のところ、ガーフィンケルは、音楽やそれ
にかかわる現象に繰りかえし言及した人物のひとりであるように思われる。たとえばステイ
シー・バーンズは、1970年代末におけるガーフィンケルからのある提案を回顧している。そ

れは、現象の理解可能性が方法的なワークをつうじて達成されていることを学生が理解する
のを支援するために、講義の冒頭においてJ・S・バッハ作曲による《ブランデンブルク協奏

曲第5番》を流すというものであった（Burns 2012: 181-2）。またガーフィンケルの論文や著

作においては、ブライアンという学生がメトロノームにあわせて手をたたく場面を録画／録
音するエピソードについての議論が繰りかえし登場する（Garfinkel & Wieder 1992: 189-92; 

Garfinkel 2002: 150-3）。ガーフィンケルによる著作の編者であるアン・ロールズも要約して

いるように、ここでの要点は、「メトロームが拍を打つまさにそのときに手を叩くという活
動は、それが当人によって編成されていたとしても、録音から取り戻すことはできない」

 紙幅の関係から、本稿ではこの点は詳述しない。具体的な研究としては、以下のものなどが念頭にある1

（Hennion 2003=2007; 中村 2013; 2017; 吹上 2015）。

 なおリンチもまた、エスノメソドロジー研究と民族音楽学が、少なくとも部分的には類似した志向をそなえて2

いることをみとめている（Lynch 1993＝2012: 372）。
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（Rawls 2002: 34）ということにある。このように、ガーフィンケルにおいて音楽は、現象が

それを構成する方法的活動とともにあることを想い起こさせるための、ひとつの「際立った
事例（cause célèbre）」（Hester & Francis 2007: 6-8）と見なされていたのである。 

とはいえ、こうしたいくつかのエピソードを差しひいたとしても、わたしたちが音楽につ
いて知っていることは、あまりにも少ないというべきだ。ボブ・アンダーソンも主張してい
るように、協同的な音楽制作は、エスノメソドロジー研究において、明らかに主題化されて
こなかった対象のひとつであるだろう（Anderson 2016[: 5]）。ガーフィンケルもまた、音楽

にかかわる活動を、実際に分析したわけではない。音楽がどのような特徴をそなえた現象で
あるかということや、私たちにどのようなことを教えてくれるのかといったことは、必ずし
も明らかではないだろう。 

音楽という現象がそなえる特徴は、音楽について実際に明らかにすることによって明らか
にされるべきであるように思われる。したがって、ガーフィンケルがそう考えたように音楽
という現象がもし重要なものであるなら、その重要性は、あくまでもその特徴にそくして主
張される必要がある。本稿の検討作業はこうして、エスノメソドロジー研究において、音楽
の研究がどのような価値をそなえているかを明確にするということにも結びついている。 

3　研究の概観 

（1）1970年代以降̶̶省察にもとづく報告 
以上をふまえ、本節ではまず、音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研究を、利用さ
れている研究手法やフィールドの観点から分類し、その展開を年代にそって概観していく 。 3

音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研究は1970年代に開始されたが、それは「省察

にもとづく報告」とでもいうべき特徴をもっていた。その端緒となったのは、「ブルースを
聴くこと」と題された1974年の論文であり、この論文においてD・J・ハッチとロッド・ワト

ソンは、能力をそなえた成員（competent member）としての「ブルース愛好家」たちが、さ

まざまなタイプのブルース曲を分類するときに利用している規則や手つづきを定式化するこ
とを試みている（Hatch & Watson 1974）。つづけて、1978年にはサドナウ が、自身がジャ4

ズ・ピアノにおける即興演奏能力を獲得していく過程を、現象学的に記述することをこころ
みた（Sudnow 1978=1993; 2001）。 

 2014年の『Social Semiotic』誌では、音楽にかかわる様々な活動を対象とした会話分析の特集が組まれたが、こ3

こでは、ダニエラ・ヴェロネージとセルジオ・パスカンドレアが序文（Veronesi & Pasquandrea 2014）を、そして

ダニエレ・バルヴィエーリが議論（Barbieri 2014）を書いている。またウィークスは、いくつかの論文において音

楽研究にかかわる理論的な議論をおこなっている（Weeks 2002; 2012）。本稿はこれらの文献は含めず、経験的研

究のみ検討する。

 サドナウはまた、鍵盤における即興演奏における推論を、タイプライターのキーボードを使用することにおけ4

る推論と比較した（Sudnow 1979）。
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（2）1980年代以降̶̶「音楽空間」における対面的相互行為 
1980年代以降になると、音楽にかかわる活動におけるエスノメソドロジー研究は、対面的

﹅ ﹅ ﹅

相互行為の分析として遂行されるようになる。こうした研究は、今日にいたるまで、もっと
も主流な研究群のひとつとなっている。主なフィールドはリハーサルやレッスンをはじめと
した練習場面であったが、本番におけるパフォーマンス場面もまた、分析対象となった。こ

﹅ ﹅ ﹅ ﹅

うした研究を、音楽が実践される空間のさまざまなタイプを検討した人類学者のジョン・ハ
ヴィランドにならい、「音楽空間（musical spaces）」（Haviland 2011）における対面的相互

行為の分析と（要約的に）表現しておこう。 

こうした「音楽空間」での相互行為分析の研究において最初に主題化されたのは、クラシッ
クのオーケストラによるリハーサル場面において、楽譜を具体的な演奏として「活性
（activete）」 していく活動である。ピーター・ウィークスは、1982年の博士論文を端緒とし5

て、指揮者と楽器奏者たちが相互行為をつうじて練習における演奏テンポの変化を形づくっ
たり、楽節を訂正したりする活動を分析している（Weeks 1982; 1990; 1996a; cf. Weeks 

1985）。またキャサリン・パートンは、指揮者と演奏者たちが、演奏している楽曲について

の認識における差異を解消していく場面を分析している（Parton 2014）。最近では、オーケ

ストラのリハーサル場面の研究の関心は、障碍者オーケストラ（正井 2015; 2017）や古楽

オーケストラ（吉川 2016）といった個性的な関心をもった対象に拡張している 。 6

また、こうしたクラシックのオーケストラ以外のリハーサルも、分析の対象となってき
﹅ ﹅ ﹅

た 。エリザベス・キーティングは、バンド練習を対象として参加者による自己修復を含んだ7

発話の特徴を分析した（Keating 1993） 。またスティーブン・ブラックは、ジャズ・バンド8

 ここでいう「活性」という表現は、ロッド・ワトソンによるテキストのエスノメソドロジー研究における議論5

（Watson 2009）が念頭にある。ワトソンは、「駐車禁止」の標識などをめぐる日常的な推論などを例に挙げなが

ら、次のように述べている。「……活性的な（アクティブな）解釈や理解は、明らかに、その標識の読み手のほ

うに避けがたく委ねられている」（Watson 2009: 22）。ワトソンはこうした例を挙げながら、テキストを読んだ

り書いたりするということが、実践的活動として取り組まれていることを例証している。

 正井佐知は、障碍者オーケストラにおいて参与観察によるフィールドワークをおこない、目下の場面において実6

践されている発話の連鎖構造を分析することによって、練習における非専門的な知識を跡づけている（正井 2015; 

2017）。また吉川侑輝は、「古楽」などとよばれる歴史的西洋音楽実践のリハーサル場面において、現代譜の修

正活動や即興演奏において誤りを明確にする活動を分析している（吉川 2016）。

 これに関連して、エマニュエル・シェグロフもまた、弦楽四重奏における練習場面の断片を含んだ分析をしてい7

ることを付記しておく（Schegloff 2005; 2007）。

 キーティングは、リハーサル場面における「提案」や他者訂正が自己修復を含んだ発話をとおしてくみたてられ8

ていることによって目下の提案や他者訂正の効果を和らげていることや、自己修復によって「直示（deixis）」が

置きかえられることによって、目下の練習の担い手のアイデンティティが協同的に管理されていることを論じて
いる（Keating 1993）。
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のリハーサルなどを分析している（Black 2008; 2011; 2014）。サラ・メルリーノはさらに、

合唱のリハーサル場面における参加者同士のカテゴリーづけ実践を分析している（Merlino 

2014） 。 9

また、リハーサルの研究にくわえて（楽器などの）レッスン場面が主題化された。レッス
ン場面における研究のいくつかは、身体やふるまいの構造化（Nishizaka 2006; 西阪仰 2008; 

2016; 團 2011b） や協調（Sunakawa 2018） をつうじた「学習」の達成を主題化している。10 11

レッスン場面の研究はまた、教師−生徒間のやりとりにおいて、楽器を演奏したりすること

がなんらかの行為を構成する場合があることに着目している。そのような研究としては、楽
器演奏が会話における「順番」のように利用されていることを指摘する研究（Duffy & 

Healey 2013a; 2013b; Duffy 2015） や、それらがいかなる行為を構成しているかを主題化する12

研究（Tolins 2013; Stevanovic & Frick 2014: 501-5; Stevanovic 2017; Ivaldi 2016） がある。 13

レッスン場面の分析はまた、2000年代後半以降、「マスタークラス」などとよばれる、公
﹅

開形式によるレッスン場面の分析としても遂行されてきた。マスタークラスを対象とした研
﹅

究のいくつかは、しばしば、活動の「複合様式的な」編成を主題にしてきた（Haviland 2007; 

 メルリーノは、合唱のリハーサルにおいて異言語による歌詞の発音を、合唱の歌い手のひとりが「言語の習熟9

者」として訂正していく過程において参加枠組みが組みかえられていくことに焦点をあてている（Merlino 

2014）。

 西阪仰は、ヴァイオリンのレッスン場面を対象として、「見ること」といった資源を活用しながら、ヴァイオ10

リンを演奏するという身体的な技能の学習を達成していく活動を特定している（Nishizaka 2006; 西阪仰 2008; 

2016）。また團康晃は、声楽の個人レッスンの構造に着目し、活動において身体や声を構造化していくことと、

歌唱表現を洗練させていくこととの関係を論じている（團 2011b）。なお團による研究は、ポピュラー音楽学会

において発表されたものである。團報告をふくんだワークショップは、酒井信一郎の司会において取りくまれた。
このワークショップについての報告は、以下を参照のこと（今井 2012; 中村 2012）。

 砂川千穂は、指揮のレッスンにおいて、参加者たちが身体動作を協調することによって自らの理解や参加状態11

を提示したりする実践を分析している（Sunakawa 2018）。

 サム・ダッフィーらは、楽器を利用した音楽的表現が、レッスンという活動において、それらの発話との重な12

りが避けられたり、またその発音の完了点のあとに発話が開始されることが志向されている場面を分析を分析し
ている（Duffy & Healey 2013a; 2013b; Duffy 2015）。

 ジャクソン・トリンズは、レッスンのなかの発話において指導者によって利用される（言語学的には無意味13

な）音楽的フレーズが、レッスンにおける生徒の「評価」や「指示」といった行為において利用可能な資源となっ
ていることを論じている（Tolins 2013）。メリッサ・ステファノビッチらはハミングがいかにして相互行為の資

源となっているかを論じているが、その議論の一部において、ヴァイオリンのレッスン場面に着目し、レッスン
場面において教師が音楽的なフレーズを歌うことが、生徒への「情報提供」などとして利用されていると論じて
いる（Stevanovic & Frick 2014: 501-5; Stevanovic 2017）。さらには、アントニア・イヴァルディは、音楽学校にお

けるレッスンを分析し「学習すること」や「演奏すること」といった理解可能性の構成が、いかなる連鎖構造の
編成とかかわっているかを論じている（Ivaldi 2016）。
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2011） 。また、ダレン・リードとベアトリス・リードたちは、複数のマスタークラスを対14

象として、教示活動の開始や終了（およびそれらの予示）といった、教示活動における比較
的大きな「相互行為単位（interactional unit）」の編成にかかわる体系的な研究をすすめてい

る（Reed, Reed & Haddon 2013; Reed & Reed 2013; 2014; Reed 2015）。 

また、非常に数は少ないものの、これまで挙げてきたようなさまざまな練習の場面だけで
﹅ ﹅

なく、本番の場面に着目することで、活動の参加者たちが、楽音やふるまいを利用しながら
﹅ ﹅

相互行為を構成していく局面が分析されてきた。こうした研究には、室内楽アンサンブルの
本番における合奏の失敗と復帰を分析した研究（Weeks 1996b）、アイルランド音楽のセッ

ションにおいて複数の楽曲を即興的に連鎖していく活動を分析した研究（Tolmie, Benford & 

Rouncefield 2013）、そして、ロックバンドのライブにおける演奏者と聴衆の相互行為を分析

した研究（Pehkonen 2017）などを挙げることができるだろう。 

その他にも、これまでの分類には該当しないような、いくつかの「音楽空間」における研
究が展開した 。フィリップ・ブルッカーとウェス・シャロックは、2人のアマチュア音楽家15

が、ソフトウェアを利用した楽曲制作をしている場面を分析している（Brooker & Sharrock 

2013; 2016）。ダニエラ・ヴェノレージは、作曲家ローレンス・「ブッチ」・モリスの考案に

よる〈コンダクション〉とよばれる指揮を通じた即興演奏パフォーマンスを題材にしたワー
クショップにおいて、指揮者が、自らの指示が意味する内容を楽器奏者たちに対して明確に
していく過程を分析している（Veronesi 2014） 。また吉川侑輝らは、カラオケボックスにお16

ける相互行為を分析している（吉川・小田中 2018; Yoshikawa 2018 [accepted]）。 

（3）2000年代以降̶̶もうひとつの対面的相互行為 
2000年代以降には、研究者によるインタビューといった制度的場面や、日常的な相互行為

が主題化されてきた。こうした活動もまた音楽にかかわる対面的相互行為というべきであろ

 ハヴィランドは、W・A・モーツァルトによる弦楽四重奏曲を主題としたマスタークラスを分析している14

（Haviland 2007; 2011）。ハヴィランドが検討する事例においては、プロフェッショナルの音楽家たちが、発話、

身体動作、そして楽器を用いた実演をはじめとした多様な表現を利用しながら、演奏法にかかわる教示や理想的
な演奏表現などを「複合様式的なゲシュタルト（multimodal gestalt）」（Haviland 2007: 153）として編成していく

ありようが記述されている。パウル・サンブルらもまた、トランペット奏者ホーカン・ハーデンベルガーのマス
タークラスを分析することで、音楽における意味が複合様式的に構成されていることを例証している（Sambre & 

Feyaerts 2017）。

 なお徳島大学における卒業論文や研究報告書として、ダンス（西下 2004）、ギターレッスン（吉野 2005）、吹15

奏楽（渡邊 2010）、介護におけるカラオケ（八木・小笠原 2012）といった音楽に関係するさまざまな活動を主

題とした論文を見いだすことができる。いずれもビデオデータを利用した研究であり、「音楽空間」における対
面的相互行為の研究には、これらの研究をふくめることもできるだろう。

 ヴェロネージは、指揮者（モリス）が、発話や身体動作といったさまざまな資源を利用しながら「指示的な上16

演（directive enactment）」（Veronesi 2014: 485-6）を編成していることを論じている。
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うが、練習や本番の場面といった典型的な「音楽空間」とは異なる特徴を備えているため、
両者は区別されるべきであるように思われる。 

インタビュー場面の研究としては、以下のものがある。まず、自身が音楽教師でもあるキャ
スリン・ロールストンは、博士論文において、音楽教師たちへのインタビューをつうじて、
教師たちの「道徳秩序（moral order）」を明らかにすることを試みている（Roulston 2000; 

2001）。また團康晃は、中学校でのフィールドワークにおいて「放送委員」である中学生へ

インタビューを実施し、かの女らが調査者に対して、自分たちが校内放送における選曲基準
を適切に運用していることを提示する場面を分析している（團 2011a）。 

日常的な場面の研究としては、以下のものがある。まず、マイケル・フォーレスターは、
日常における幼児とのやりとりにおいて出現する「音楽性（musicality）」を分析している

（Forrester 2009）。また、ステファノビッチとマリア・フリックは、日常会話においてハミ

ングが利用される場面の研究をしている（Stevanovic 2013; Frick 2013; Stevanovic & Frick 

2014） 。 17

（4）2010年代以降̶̶HCIとCSCW 
2010年代以降は、「人間とコンピューターの相互作用（HCI）」や「コンピューターに

よって支援された協同作業（CSCW）」といった領域とかかわりのある研究が登場した。こ

うした研究は、いくつかのエスノグラフィ研究を方向づけたほか、「音楽空間」における対
面的相互行為の研究を展開した。 

HCIやCSCWに方向づけられたエスノグラフィ研究としては、コンピュータ・プログラム

によって構成された現代音楽作品における特殊な音楽家カテゴリーの編成を論ずる研究
（Booth & Gurevich 2012a; 2012b）、音楽家たちのレパートリー構築や音楽探索活動の研究

（Benford, Tolmie, Ahmed, Crabtree & Rodden 2012; Ahmed, Benford & Crabtree 2012; 

Chamberlain & Crabtree 2016）、そして音楽配信ウェブサービスにおけるコメント機能を利用

したコミュニケーションの研究（Reed 2017）がある。 

HCIやCSCWに方向づけられた対面的相互行為の研究としては、ダッフィーらが、音楽学

校におけるICT機材を利用した遠隔レッスンを、通常のレッスン場面との比較などもおこな

いながら分析している（Duffy, Williams, Stevens, Kegel, Jansen, Cesar & Healey 2012; Duffy & 

Healey 2012; 2014; 2017; Duffy 2015）。 

 ステヴァノヴィッチらはまた、教会での音楽の利用の仕方を交渉するミーティング場面における「歌うこと」17

が、相互行為上の非対称性を解消するための指し手となっていることを論じている（Stevanovic & Frick 2014: 499-

501; 505-8）。
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4　分析 

（1）楽音による時間的秩序の編成 
以上の作業をふまえた上で注意すべきことのひとつに、音楽にかかわる活動のエスノメソ
ドロジー研究において、研究手法やフィールドと現象とが、多様な関係を備えているという
ことがあるだろう。すなわち、同一のフィールドで遂行されている研究でも、対象となって
いる現象は様々である。反対に、ある現象の研究が、多様なフィールドで遂行されることも
ある。 

こうした事情は、本稿が音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研究同士の関係を考え
﹅ ﹅

ようとするとき、研究手法やフィールドというよりはむしろ、対象となっている現象の特徴
をとらえていく作業が必要であることを示唆している。それでは、現象の特徴という観点か
らすれば、これまで概観してきた研究同士は、いかなる関係を構成しているだろうか。以下
では、このことを素描していきたい。 

一見したところ、1970年代に開始されたような、省察にもとづく報告という方針において

遂行されたエスノメソドロジー研究は、1980年代以後、対面的相互行為の研究の展開によっ

て途絶えてしまったかのようである。 

しかしながら、こうした見かけ上の断絶に反して、サドナウによる研究（Sudnow 
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

1978=1993; 2001）とウィークスによる研究のひとつ（Weeks 1996b）は、その関心を共有し

ているように思われる。一方でサドナウは、ジャズにおける即興演奏を、楽音を適切な時間
において管理していく活動として特定している。すなわち即興演奏における旋律は、たんに
展開するコード進行に対応するような適切な楽音を演奏するだけでなく、それを適切な時間
配分において配置することをつうじて編成されている（ex. Sudnow 1978=1993: 23; 2001: 

22）。他方でウィークスもまた、アンサンブルにおける演奏の失敗と復帰を、ひとつの時間

実践として特定している。ウィークスが検討した事例において、楽器奏者たちは、お互いの
演奏を観察することをつうじて自身の演奏における楽音を産出するタイミングを手元の楽譜
から即興的に変更することで、他の参加者の失敗を、あたかも問題が存在していなかったか
のように「取り繕う」（Weeks 1996b: 215）ことができていた。 

すなわち、サドナウとウィークスはともに、楽器演奏をつうじた「内的時間（inner-

time）」（Schutz 1951=1991）の構成を主題化していると考えることができる。本稿では、こ

うした対象を主題化している研究を、便宜的にではあるが、楽音による時間的秩序の編成に
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

ついての研究と表現しておこう。 
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（2）発話による連鎖的秩序の編成 
とはいえ、音楽にかかわる活動におけるエスノメソドロジー研究の大部分は、楽音という

﹅ ﹅

よりはむしろ、発話を用いたやりとりの分析として、すなわち会話分析として遂行されてい
﹅ ﹅

るというべきである。 

このとき、リハーサルやレッスン場面といった様々なフィールドにおいて繰りかえし主題
化された現象として、「訂正連鎖（correction sequence）」を挙げることができる（Weeks 

1982; 1990; 1996a; Merlino 2014; Veronesi 2014）。一例を挙げれば、ウィークスはオーケスト

ラのリハーサルにおいて指揮者が「言葉による表現（verbal expression）」や「擬声による表

現（imitative expression）」を組みあわせることで、オーケストラの演奏を制御したり、演奏

における問題が含まれた箇所を特定したり、それを適切な表現へと訂正していくやりとりを
分析している（Weeks 1982; 1990; 1996a）。ウィークスは、リハーサルにおいて指揮者と演奏

者が従事しているプラクティスを、次のように図式化する（Weeks 1996a: 277）。 

演奏による順番 N 

1. 訂正に値するものが生じるまでの演奏。 

2. 指揮者にる、演奏と並行した任意のIE（カウント等）。 

指揮者による順番 

1. 身ぶりとVEをつうじた、自己選択による演奏者への割りこみ。このとき、演奏における「移行適切

性」は考慮されない。 

2. 任意の、場所を指示するための表現。 

3. 後続するVEとIEならびに、任意の、VEを描写するためのIE。 

4. 次に行われる活動の選択。 

5. テンポと演奏開始の瞬間を定めるためのカウント。 

演奏による順番 N +1 

1. 一義的には訂正連鎖が完了するが、必ずしも成功はしない。問題は再発する場合があり、さらなる訂

正が行われる。 

2. まずは、直前の教示が実演される。 

この図式からも伺えるように、同じ「音楽空間」における活動でありながら、訂正連鎖は、
先にみたような楽器演奏などとは異なる特徴をそなえている。その主要な構成要素は発話で
あり、主題となっているプラクティスは、発話が連鎖的に結びつけられることによって構成
されている。本稿では、こうした特徴をそなえた対象に関心をもっているような研究を、発

﹅

話による連鎖的秩序の編成の研究と表現しておこう。 
﹅ ﹅ ﹅ ﹅

（3）発話による時間的秩序の編成 
さて、以上の検討をふまえれば、演奏の分析が楽音による時間秩序の研究として、そして
会話の分析が発話による連鎖秩序の研究として、それぞれ分離しながら遂行されねばならな
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いように思えるかもしれない。しかし実際には、これまで述べてきた研究のほかに、楽音に
﹅ ﹅

よる連鎖的秩序の研究や発話による時間的秩序の研究を見いだすことができる。 
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

発話による時間的秩序の編成についての研究としては、マスタークラスの分析をしている
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

ダレン・リードたちによる「相互行為単位」をめぐる一連の研究を挙げることができる
（Reed, Reed & Haddon 2013; Reed & Reed 2013; Reed 2015）。ダレン・リードらの観察によ

れば、マスタークラスにおける教示活動は「実演から教示への移行」、「教示」、そして「教
示から実演への移行」という3つの部分からなる「相互行為単位」を構成している（Reed & 

Reed 2013: 325-6; 329-30; 336）。重要なのは、こうした「相互行為単位」が現実にどのよう

に開始されたり完了するかということ自体が、教師や生徒がその身体を移動（cf. Reed 

2015）したり、自らの志向を楽譜や観客などにむけることをつうじて「交渉」されていると

いうことである（Reed & Reed 2013: 334-5）。こうした関心のもと、ベアトリス・リードた

ちは、マスタークラスにおいて受講者と伴奏者が、教師による指示に応じて自らの演奏を再
開するのが「今（NOW）」か「今ではない（NOT NOW）」かを判断するという課題に対処

しているありようなどを観察している（Reed, Reed & Haddon 2013: 34-5）。 

このように、ダレン・リードたちによる研究は、発話などを利用した相互行為を分析する
ものである。しかしながらその焦点は、マスタークラスにおける教示活動を構成する「相互
行為単位」の完了を協同的に画定していく実践にあてられている。この意味で、ダレン・リー
ドたちによる研究は、発話による時間的秩序の編成に関心をもつような研究であるというこ

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

とができるだろう。 

（4）楽音による連鎖的秩序の編成 
楽音による連鎖的秩序の編成についての研究としては、トルミーたちによる、アイルラン
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

ド音楽における楽曲の連鎖についての研究（Tolmie, Benford & Rouncefield 2013）を挙げるこ

とができる。トルミーたちの研究は、アイルランド音楽のセッションを分析することで、参
加者たちがパブにおける出来事をいかなる推論とともに編成しているかを明らかにしようと
するものである。アイルランド音楽では一晩に何曲もの楽曲を演奏するが、演奏される楽曲
は、その場に居あわせた参加者たちによって、即興的に選択されている。トルミーたちは、
参加者たちの「自己選択」によって演奏が開始された楽曲が他の参加者に受けいれられなかっ
たり（Tolmie, Benford & Rouncefield 2013: 234-40）、またある楽曲の一部を演奏することが

他の参加者によって「申し出」として理解され、他の参加者がその楽曲の一部を演奏するこ
とが、「申し出」に対する「受諾」として「先行連鎖」を構成するような場面（Tolmie, 

Benford & Rouncefield 2013: 240-6）を分析している 。 18

 なおトルミーたちは、アイルランド音楽における順番交代の技法を、「順番交代」や「先行連鎖」といった会18

話における技法のアナロジーにおいて論じている（Tolmie, Benford & Rouncefield 2013: 254）。こうした方針の妥

当性は、別途議論されるべきであろう。
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こうしたことからわかるように、トルミーたちの研究は、ひとつひとつの楽曲やその一部
を連鎖的に構成していくことで、アイルランド音楽のセッションを構成する活動に注目して
くものである。この意味で、トルミーたちの研究は、楽音を利用したやりとりの研究である

﹅ ﹅

としても、サドナウやウィークスとは異なるタイプの秩序、すなわち連鎖的秩序が分析され
﹅ ﹅ ﹅

ているということができるだろう。 

5　議論 

ここまで、音楽にかかわる活動におけるエスノメソドロジー研究を概観したうえで、それ
らの研究が対象としている現象の特徴を分析してきた。こうした作業をつうじて、本稿はま
ず、いくつかの研究を楽音による時間的秩序の編成を対象とする研究と、発話による連鎖的

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

秩序を対象とする研究という区別のもとに理解可能であることを主張した。ここで、ふつう
後者が「会話分析」とよばれていることをふまえ、前者を「演奏分析」とよんでおこう。 

演奏分析は、音楽にかかわる活動を満たしているようなさまざまな行為の研究を遂行して
いくためのひとつの開始点を、会話分析とともに、しかしながらそれとは異なる方針として
構成するように思われる 。 19

もちろん、両者の差異を強調しすぎる必要はないだろう。すでにみたように、本稿が検討
した研究のなかには、発話による時間的秩序や楽音による連鎖的秩序に関心をもつような研

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

究が含まれていた。このことは、「時間的秩序」や「連鎖的秩序」といった表現が、現象が
そなえるひとつの側面にのみ言及するような表現でしかないことを意味している。したがっ
て、会話や演奏といった現象がいかなる関係をそなえているかは、あくまでも経験的研究に
そくして考察されるべきである。 

とはいえ、音楽演奏という現象の探求が、演奏以外のさまざまな現象をより明確にするこ
とにもつながってくる可能性を否定する必要はない。楽音による時間的秩序としての音楽演

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

奏の研究は、演奏以外のさまざまな現象における時間的秩序の編成の研究に貢献したり、言
﹅ ﹅ ﹅ ﹅

葉と現象の関係を改めて考えていく材料を提供するかもしれない。この意味では、音楽にか
﹅

かわる活動のエスノメソドロジー研究はたしかに、——ガーフィンケルが想定もしたように

——ひとつの「際立った事例」を構成しうるだろう（cf. Garfinkel & Wieder 1992; Garfinkel 

2002; Hester & Francis 2007）。 

6　結論 

冒頭において述べたように、音楽社会学をはじめとした専門的研究は、その関心を言語活
動から作品や演奏といった活動へと拡張している。それでは、音楽にかかわる活動のエスノ
メソドロジー研究は、こうした動向と、どのような関係をとりむすぶだろうか。 

 演奏分析を明確に志向した経験的研究として、次の報告と論文を挙げておく（Yoshikawa 2017; 吉川 2017; 19

2018）。
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本稿の検討作業があきらかにしたように、音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研究
は、会話分析や演奏分析という仕方で、対象がそなえるさまざまな特徴をとらえようとして
いる。こうしたことからわかるのは、音楽の専門的研究のほうがその対象を作品や演奏といっ
た具体的活動へと拡張しているだけでなく、音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研究
もまた、その対象を「言語活動」へと拡張しているということである（ex. Weeks 1982）。す

なわち、エスノメソドロジー研究と専門的研究はともに、演奏活動と言語活動の両方に目を
むけようとしている。 

であるなら、いまや、音楽にかかわる活動のエスノメソドロジー研究と専門的研究のちが
いがその対象ではないことは明らかであるように思われる。むしろエスノメソドロジー研究
は、専門的研究が演奏活動や言語活動というかたちで特定しているのものを、それぞれ再び
特定しなおそうとしている。すなわち、音楽演奏と言語活動というペアに、エスノメソドロ
ジー研究と専門的研究というペアを重ねあわせるべきではない。エスノメソドロジー研究は、
専門的研究が（抽象的な社会過程として）特定するところの音楽演奏や言語活動といったそ
れぞれの対象とのペアを構成しているのである（cf. Lynch 1993＝2012; Lynch 2011）。 

むろん、だからといってエスノメソドロジー研究と専門的研究とが排他的な関係を備えて
いると考える必要はないだろう。いま述べたことはむしろ、エスノメソドロジー研究による
専門的研究に対する貢献の仕方もまた多様であることを示唆しているように思われる。たと
えば、音楽にかかわる活動における会話分析を遂行することによって、言語活動を専門的に
特定しようとするような研究（の一部）に貢献できるだろう。同じく演奏分析は、演奏活動
を専門的に特定しようとするような研究（の一部）に貢献できるかもしれない。 

エスノメソドロジー研究は抽象的な秩序ではなく、具体的な秩序を特定しなおしていく。
このように述べるとき、もし人びとの活動が多様であるなら、人びとの活動についての研究
もまた、人びとの活動の多様さにそくして多様でなくてはならないはずだ。この意味で音楽
にかかわる活動のエスノメソドロジー研究が人びとの音楽にかかわる日常的活動の研究に資
することができるかどうかは、エスノメソドロジー研究が、いかに柔軟でありうるかにかかっ
ているといえるだろう。 

【付記】 

本稿にかかわる研究文献の収集にさいして、荒野侑甫さん、三部光太郎さん、團康晃さん、秋谷直矩さん、横
森大輔さん、中川敦さん、酒井信一郎さん、そして岡田光弘先生からは、文献の紹介をはじめとしたさまざまな

有益な教示やご助言をいただいた。また、正井佐知さんと團さんからは、非公開の原稿をお譲りいただいたほか、
岡田先生からは、本稿でも取りあげたいくつかの論文の私訳をみせていただいた。記して感謝する。 
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